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浄
土
三
部
経
音
義
の
漢
字
音

筆
者
は
、

J

、

以
前

近
世
前
後
に
成
立
し
た
四
種
類
の
浄
土
三
部
経
、
す

な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
音
義
に
つ
い

て
、
字
音
点
分
韻
表
[
注
ー
]
を
作
成
し
ヽ
漢
字
音
の
全
貌
を
記
述
し
た

（
以
下
単
に
「
分
韻
表
」
と
称
す
る
場
合
は
こ
れ
を
指
す
）
。
本
稿
で
は
、

成
立
年
代
や
宗
派
・
流
派
を
異
に
す
る
各
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
相
互
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
仮
名
音
注
を
横
断
的
に
分

析
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
、
記
入
さ
れ
て
い
る
音
形
に
違
い
が

あ
る
の
か
、
も
し
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
背
景
が
存
す
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

浄
土
三
部
経
、
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀

経
』
は
、
浄
土
宗
や
浄
土
真
宗
で
受
容
さ
れ
て
き
た
経
典
で
あ
り
、
ま
た

現
存
す
る
浄
土
三
部
経
の
音
義
に
つ
い
て
は
、
岡
田
希
雄
(
-
九
三
九
）

や
川
瀬
一
馬
(
-
九
五
五
）
な
ど
で
記
述
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
、
法
華
経
や
大
般
若
経
な
ど
の
音
義
に
比
べ
る
と
、
日
本
漢
字
音
資

料
と
し
て
は
幾
分
地
味
な
印
象
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
浄
土

真
宗
伝
承
音
を
扱
っ
た
福
永
静
哉
(
-
九
九
七
）
で
も
、
浄
土
三
部
経
の

音
義
に
対
し
て
は
、
特
段
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

浄
士
三
部
経
音
義
の
、
日
本
漢
字
音
史
資
料
と
し
て
の
影
が
薄
い
背
景

1

は

じ

め

に

ま
ず
中
世
以
降
に
成
立
し
た
も
の
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
浄
土
三
部
経
の
音
義
を
冠
し
て

い
て
も
、
仮
名
音
注
な
ど
に
よ
っ
て
「
日
本
漢
字
音
」
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
が
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
岡
田
(
-
九
三

九
）
に
は
様
々
な
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
三
世
紀
前
半

に
成
立
し
た
信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
、
宝
暦
年
間
に
成
立
し
た

乗
恩
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
な
ど
は
、
韻
書
の
記
述
や
反
切
な
ど
を
記

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
呉
音
の
資
料
と
し
て
は
使
い
づ
ら
い
性
質
の

も
の
で
あ
る
。

分
韻
表
に
掲
載
し
た
、
日
本
漢
字
音
資
料
と
し
て
使
用
で
き
る
浄
土
三

部
経
音
義
と
い
う
の
は
、
近
世
前
後
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

日
本
呉
音
の
古
い
形
を
探
る
に
は
不
向
き
な
資
料
群
で
あ
る
。

で
、
中
国
原
音
か
ら
離
れ
て
久
し
く
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
使
用
者
が
ど
の
よ
う
な
音
形
を
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い

た
の
か
を
探
る
資
料
と
し
て
有
用
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
浄
土
三
部

経
音
義
の
漢
字
音
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
後
ほ
ど
②
と
称
す
る
資

料
を
取
り
扱
っ
た
高
松
政
雄
(
-
九
七
四
）
が
あ
る
が
、
こ
の
論
文
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
②
に
関
し
て
の
み
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
、
浄

土
三
部
経
音
義
全
般
に
当
て
は
ま
る
も
の
な
の
か
な
ど
、
未
解
明
な
事
柄

と
し
て

石

山

裕

慈

四
八

そ
の
一
方



①
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
浄
土
三
部
経
音
義
』

室
町
時
代
末
期
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
首
配
列
の
資
料
で
、
奥

書
・
識
語
・
凡
例
な
ど
が
な
い
た
め
成
立
の
事
情
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
資

料
で
あ
り
、
原
本
調
査
も
行
っ
た
。

仮
名
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
一
四
一
五
字
[
注
2
]

あ
り
、

名
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
藝
（
ゲ
イ

16
オ

5
)
、

2

|

1

 

2
 
で
あ
り

II 

仮

（
芳
＋
瓦
、

し
き
も
の
の
ほ
か

螺

な
お
本
稿
で
は
、
同
時
代
に
お
け
る
浄
土
三
部
経
の
読
誦
音
の
実
態
に

つ
い
て
は
立
ち
入
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
各
浄
土
三
部
経
音
義
に
掲
載
さ

れ
た
漢
字
音
を
分
析
す
る
こ
と
」
を
主
目
的
と
す
る
。
後
ほ
ど
触
れ
る
よ

う
に
、
実
際
に
浄
土
三
部
経
で
使
わ
れ
て
い
る
音
を
掲
載
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
特
定
の
経
典
か
ら
離
れ
た
「
呉
音
形
」
を
意
図
し
て
い
る
の
か
、

そ
も
そ
も
両
者
を
別
次
元
の
も
の
と
し
て
区
別
す
る
意
識
が
あ
る
の
か
が

定
か
で
な
い
資
料
も
多
く
存
す
る
。
浄
土
三
部
経
の
読
誦
音
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
浄
土
三
部
経
の
訓
点
資
料
の
分
析
が
必
要
な
の

そ
れ
は
本
稿
で
扱
う
資
料
で
は
不
十
分
な
領
域
で
あ
る
。

四
種
類
の
浄
土
三
部
経
音
義
に
つ
い
て

本
稿
で
分
析
す
る
資
料
は
、
①
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
浄
士
三
部
経
音

義
』
、
②
珠
光
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
、
③
玄
智
編
『
浄
土
三
経
字
音

考
』
、
④
東
条
逢
伝
編
『
三
部
経
字
引
』
の
四
種
類
で
あ
り
、
丸
数
字
は

分
韻
表
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
ず
は
各
資
料
の
性
質
•
特
徴
に
つ
い
て
論

述
す
る
。

四
九

不
完
全
な
呉
音
資
料
と
見
た
方
が
実
態

音
注
」

の
中
に
は
屋

挙
（
ヨ

（
ル
イ
）
、

過

も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

‘
‘
‘
 

し
こ
と
カ

岡
田

（
一
九
三
九
）

（
口
）
、

こ
の
資
料
の
配
列
は

「
誤
字
は
極
め
て
幣
し
」

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、

「
仮
名

「
瓶
」

（
ベ
ウ

28
ウ

3
)

清
濁
を
区
別
し

な
い
資
料
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
声
点
を
付
す
漢
字
も
一

七
字
あ
る
も
の
の
[
注
：
ヽ
最
初
の
方
に
固
ま
つ
て
い
る
上
に
ヽ
圏
点
の

位
置
が
漢
字
か
ら
離
れ
て
い
た
り
四
隅
か
ら
外
れ
る
位
置
に
加
え
ら
れ
た

り
し
て
い
る
例
が
ま
ま
見
ら
れ
、
書
写
者
も
声
点
の
意
味
を
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
分
韻
表
で
は
省
略
し
た
も
の
で
あ

る。

ま
た

の
よ
う
な
単
純
な
誤
写
と
お
ぼ

の
よ
う

（
カ
ツ
）
、
輔
（
シ
ュ
）

な
諧
声
符
に
引
き
ず
ら
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
例
、
匙
（
カ
イ
）
、
鎧
（
ヨ

ロ
イ
）
の
よ
う
な
訓
読
み
を
採
用
し
た
例
、
あ
る
い
は
整
（
シ
ョ
ク
）
、

II

（
火
＋
薬
）
（
ア
マ
ワ
）
、
耐
（
ホ
）
、
の
よ
う
な
、
感
覚
的
な
い
し
不

可
解
な
仮
名
音
注
が
ま
ま
出
現
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
第

3
節
で
見

る
よ
う
に
、
①
の
仮
名
音
注
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
例
が
ず
い
ぶ
ん
多
く
、

そ
の
中
に
は
そ
う
い
う
不
用
意
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

分
韻
表
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ま
た
後
ほ
ど

3
ー
'
2
で
検
討
す
る

よ
う
に
、
①
に
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に
呉
音
系
字
音
で
あ
る
。

し
か
し

3

|

3
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
に
は
し
ば
し
ば
漢
音
形
が
含

ま
れ
て
い
て
、
し
か
も
後
述
④
の
よ
う
に
字
音
体
系
の
違
い
を
理
解
・
吟

味
し
た
上
で
取
捨
選
択
し
た
よ
う
な
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
。
学
問
的
な
裏

付
け
の
あ
る
浄
土
三
部
経
読
誦
音
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
多
分
に
漢
音
を
混
じ
た
、

に
即
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

か
ヽ

「
甚
だ
乱
雑
で
」
、

の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら



②
珠
光
編
『
浄
士
三
部
経
音
義
』

浄
土
宗
鎮
西
派
の
僧
・
珠
光
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
、
天
正
一
八

九

0
)
年
の
序
文
を
有
す
る
刊
本
で
あ
る
。
部
首
に
よ
り
配
列
さ
れ
て
お

り
、
一
六
二
八
字
に
仮
名
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

経
音
義
』
（
勉
誠
社
文
庫
、
一
九
七
八
）

書
の
ペ
ー
ジ
・
行
数
で
表
示
す
る
。

こ
の
②
の
序
文
に
は
漢
字
音
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
く
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
漢
字
音
な
の
か
が
定
か
で
は
な
い
。
特
に

断
り
な
く
複
数
の
音
を
載
せ
て
い
る
形
式
な
の
で
あ
り
、
現
代
の
研
究
者

に
よ
っ
て
呉
音
と
漢
音
（
な
ど
）
を
並
記
し
て
い
る
資
料
と
推
定
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
漢
字
音
に
つ
い
て
は
、
高
松

察
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

音
の
両
形
を
載
せ
る
こ
と
、

2

|

2

 

の

「
チ
ウ
」

こ
こ
で

表
示
が
な
い
字
音
は
必
ず
し
も

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば

音

(
2
8
|
2
ご

「

シ

ュ

」

は
ヽ

に
よ
っ
た
。
調
査
は
『
浄
土
三
部

用
例
の
所
在
は
同

（
一
九
七
四
）

そ
の
も
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
対
し
て
呉
音
・
漢

音
形
が
異
な
る
場
合
は
右
側
に
漢
音
、
左
側

に
呉
音
を
配
置
す
る
こ
と
、
撥
音
尾
を
漢
音
「
＼
ン
」
・
呉
音
「
＼
ム
」

と
書
き
分
け
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

漢
字
音
を
識
別
す
る
要
素
と
し
て
の
「
＼
音
」
表
示
も
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
「
像
…
⑮
シ
ャ
ウ
／
R
ザ
ウ
音

(
1
2
|
2
ご

「

壊

…

⑮

ク

ワ

イ

／

R

エ
音

(
2
5
|
5
)
」
な
ど
と
い
う
具
合
で
あ
り
、
「
＼
音
」
が
付
さ
れ
て

い
る
も
の
は
呉
音
形
で
、
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
「
そ
れ
以
外
の
字
音
」

と

考

え

て

よ

さ

そ

う

で

あ

る

。

「

そ

れ

以

外

の

字

音

」

と

称

し

た

「
漢
音
」

の
は

「
＼
音
」

「
注
…
R
チ
ウ
／
＠
シ
ュ

漢
音
・
呉
音
の
組
み
合
わ

で
す
で
に
考

（
一
五

せ
で
は
な
く
、
中
国
原
音
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
「
純
：
・
⑥
シ
ン

5
 

／
＠
ジ
ュ
ム
音

(44ー

2
)
」
「
云
：
・
⑥
イ
ン
／
＠
ウ
ム
音
(
3
|
3
)
」

ー

の
「
シ
ン
」
「
イ
ン
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
市
均
切
」
「
通
作
員
」
と
い
う

記
述
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
名
：
・
＠
ベ
イ
メ
イ
／
＠
ミ
ヤ

ウ
音

(
5
2
|
5
)
」
「
国
…
⑮
ケ
キ
／
R
コ
ク
音

(
8
5
1
6
)
」
の
「
ベ
イ
」

「
ケ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
反
切
の
影
響
を
受
け
た
事
情
が
想
定
さ

れ
る
ほ
か
、
新
漢
音
形
を
掲
出
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
様
々
な

事
情
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
は
呉
音
形
を
主
に
考
察

す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
＼
音
」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の

を
検
討
対
象
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

の
よ

こ
の
資
料
で
は
漢
音
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一

の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
述
す
る
③
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た

だ
、
③
が
『
磨
光
韻
鏡
』
を
踏
ま
え
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
が
参
照

し
て
い
る
の
は
『
広
韻
』
『
古
今
韻
会
挙
要
』
で
あ
っ
て
、
い
く
ぶ
ん
素

朴
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
[
注

j
゜

こ
の
資
料
に
は
力
行
合
拗
音
の
ク
ヰ
・
ク
ヱ
（
字
形
と
し
て
は
む
し
ろ

「
ク
エ
」
）
が
出
現
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な

い
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
酉
師

御
点
読
誦
三
経
本
」
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勉
誠
社
文
庫
の
中

田
祝
夫
氏
解
説
に
よ
る
と
「
酉
師
」
と
は
聖
聡
(
-
三
六
六
＼
一
四
四

0
)

の
こ
と
で
あ
り
、
古
い
資
料
を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た 五
〇

カ
行
合
拗
音

「
耳
…

が
化
石
的
に
残
っ
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
に
は

ジ
ョ
ウ
（
如
蒸
切
、

6
2
|
1
)
」
「
過
…
テ
キ
（
音
滴
、

9
8
|
5
)
」

う
な
、
『
広
韻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
音
注
に
従
っ
た
と
思
わ
れ
る
珍

し
い
字
音
が
多
々
現
れ
る
。
分
韻
表
で
は
「
非
広
韻
音
注
準
拠
字
」
と
し つ



こ
こ
で
の

「
呉
音
」
が
、
浄
土
三
部
経
と
い
う
特
定
の
経
典
を
講
読
す

る
際
の
読
誦
音
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
的
な
も
の
な
の
か
は
こ
こ
の
記

述
か
ら
は
定
か
で
な
い
。
両
者
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
意
識
も
特
段
見
出

せ
ず
、
浄
土
三
部
経
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
呉
音
」
、
と
い
っ
た
感
覚

が
示
さ
れ
て
い
る
。

た
右
上

点
で
、

左
上

（
「
上
声
」

に
あ
れ
ば
漢
音
の
濁
点
で
あ
る
こ
と

（
「
去
声
」

の
位
置
）

に
二
つ
並
ん
だ
圏
点
が
あ
れ
ば
呉
音
の
濁

の
位
置
）

側
に
あ
る
の
が
呉
音
形
で
、
左
側
に
あ
る
の
が
漢
音
形
で
あ
る
こ
と
、

ま

て
欄
外
に
一
括
し
て
処
理
し
た
も
の
で
あ
り
、

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

③
玄
智
編
『
浄
土
三
経
字
音
考
』

（
一
七
七
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
で
あ
り
、
部
首
に
よ
り

配
列
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
音
注
は
、
一
六
一
三
字
に
付
さ
れ
て
い
る
。
調

査
は
、
神
戸
大
学
蔵
の
板
本
に
よ
り
、
龍
谷
大
学
蔵
の
板
本
・
国
立
国
会

図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
像
も
援
用
し
た
。
編
者
に
つ
い
て
は
前
面
に

出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
『
浄
土
真
宗
教
典
志
』
中
の
記
述
か
ら
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
玄
智
に
よ
る
も
の
と
す
る
の
が
岡
田
(
-
九
三
九
）

の
見
解
で
あ
り
、
ま
た
「
附
言
」
末
尾
（
三
四
ウ
）
に
も
出
て
く
る
人
名

こ
れ
に
従
っ
た
。
玄
智
と
は
、
浄
土
真
宗
伝
承
音
を

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
資
料
に
は
凡
例
が
あ
り
、
「
国
字
音
註
。
右
ヲ
為
二
呉
音
一
左
ヲ
為
一
漢

音
ー
。
濁
圏
モ
亦
爾
リ
。
呉
漢
共
難
』
郎
ク
従
＿
者
。
附
ー
通
呼
フ
於
下
―
-
。
如
二
内

及
等
ノ
字
↓
《
通
呼
謂
一
＿
伝
習
之
音
一
也
》
」
と
し
て
い
る
[
注

5
f
漢
字
の
右

整
理
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が

福
永

（
一
九
九
七
）

で
述
べ
ら
れ
て
い

で
あ
る
こ
と
か
ら

安
永

2
ー

3

ま
た
他
の
資
料
に
も
現
れ

本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

ウ

「
ダ
イ
」

「
通
呼
」

五

と
し
て
の

「
ナ
イ
」

凡
例
「ギ

「
及

と
い
う
の
は

「
及
」

「
ネ
」
、

の
下
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
次
項
の
④
に
比
べ
る
と
、
学
問
的
な
厳
密

さ
の
面
で
見
劣
り
の
す
る
、
素
朴
な
段
階
に
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

「
呉
漢
共
難
＼
」
の
記
述
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
例
示
さ
れ

て
い
る
「
内
」
「
及
」
を
見
て
み
る
と
、

左
側
に

と
あ
る
の
に
加
え
左
下
に

の
場
合
は
右
側
に
「
ゴ
フ
」
、
左
側
に
「
キ
ウ
」
と
し
た
上
で
左
下
に
「
ギ

ウ
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
内
（
ネ
ご

見
慣
れ
な
い
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

は
右
側
に

「
ナ
イ
」
が
あ
り

（
フ
）
」

を
載
せ
て
い
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

そ
の
左
右
の
「
呉
音
形
」
「
漢
音
形
」
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、

に
よ
る
と
「
清
濁
ハ
拠
孟
眼
鏡
三
十
六
字
母
所
属
卜
（
割
注
省
略
）
及
反
切
J

上
ノ
字
一
一
一
定
vA

之
7

」
「
反
切
ハ
都
ー
プ
依
二
広
韻
―
-
」
と
あ
り
、
清
濁
は
『
韻
鏡
』

に
、
反
切
注
は
『
広
韻
』
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
資
料
名
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
田
(
-
九
三
九
）
で
推
察
さ
れ
て
お

り
、
「
此
の
時
分
と
し
て
は
先
づ
磨
光
韻
鏡
に
従
う
た
も
の
だ
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
凶
共
の
如
き
は
磨
光
に
よ
っ
た
の
で
も
無
い
」
と
す
る
。
『
磨

光
韻
鏡
』
を
挙
げ
つ
つ
も
、
断
言
は
避
け
ら
れ
て
い
る
格
好
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

（
ゴ
フ
）
」

分
韻
表
の
最
初
に
出
て
く
る
東
・
藷
・
送
（
直
）
韻
字
に
つ

い
て
、
③
と
『
磨
光
韻
鏡
』
と
の
記
述
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。
同
一
小
韻
ご
と
に
【
】
内
に
ま
と
め
、
丸
括
弧
内
に
小
韻
代
表
字

と
『
磨
光
韻
鏡
』
の
仮
名
（
呉
音
・
漢
音
の
順
）
・
反
切
を
示
し
、
次
い

で
③
の
字
と
仮
名
音
注
（
右
・
左
の
順
）
・
反
切
を
掲
げ
た
。
③
と
『
磨

光
韻
鏡
』
と
が
食
い
違
う
箇
所
は
英
字
を
付
し
、
異
な
っ
て
い
る
部
分
に

傍
線
を
引
い
た
。

ま
ず

「
内
」



【
（
蒙
…
モ
・
ボ
ウ
／
莫
紅
）
蒙
…
モ
・
ボ
ウ
／
莫
紅
、
曖
…
モ
・

ボ
ウ
／
葵
紅
】
、
【

A

（
蝶
…
モ
・
ボ
ウ
／

ii）
曖
…
モ
・
ボ
ウ

／
釦
副
】
、
【

B

（
東
…
叫
・
ト
ウ
／
徳
紅
）
東
…
日

T
ハ
．
ト
ウ
／

徳
紅
可
都
郎
小
＿
】
、
【

C

（
痛
…
ツ
・
ト
ウ
／

ii）
痛
…
ツ
・
ト

ウ
／
側
剛
】
、
【
（
通
：
ツ
・
ト
ウ
／
他
紅
）
通
：
ツ
・
ト
ウ
／
他
紅
】
、

【
（
動
…
ヅ
・
ト
ウ
／
徒
惣
）
動
…
ヅ
・
ト
ウ
／
徒
惣
】
、
【

D

（同

／
徒
紅
岡
刷
創
、
童
…
目

…
ヅ
・
ト
ウ
／
徒
紅
）
同
：
・
ド
ウ
・
ト
ウ

引
．
ト
ウ
／
徒
紅
町
叫

5
固
】
、
【
（
洞
…
ヅ
・
ト
ウ
／
徒
弄
）
洞
…
ヅ

・
ト
ウ
／
徒
弄
】
、
【
（
公
…
ク
・
コ
ウ
／
古
紅
）
功
…
ク
・
コ
ウ
／

古
紅
、

工
…
ク
・
コ
ウ
／
古
紅
】
、

…
ク
・
コ
ウ
／
苦
紅
】
、
【
（
孔
…
ク
・
コ
ウ
／
康
董
）

ウ
／
康
董
】
、
【
（
総
…
ス
・
ソ
ウ
／
作
孔
）
総
…
ス
・
ソ
ウ
／
作
孔
】
、

【
（
忽
…
ス
・
ソ
ウ
／
倉
紅
）
忽
…
ス
・
ソ
ウ
／
倉
紅
、
聡
…
ス
・

ソ
ウ
／
倉
紅
】
、
【
（
叢
…
ズ
・
ソ
ウ
／
祖
紅
）
叢
…
ズ
・
ソ
ウ
／
祖

紅
】
、
【
（
送
…
ス
・
ソ
ウ
／
蘇
弄
）
送
…
ス
・
ソ
ウ
／
蘇
弄
】
、
【
（
洪

…
グ
・
コ
ウ
／
戸
公
）
紅
…
グ
・
コ
ウ
／
戸
公
】
、
【
（
籠
…
ル
・
ロ

ウ
／
慮
紅
）
籠
…
ル
・
ロ
ウ
／
慮
紅
、
聾
…
ル
・
ロ
ウ
／
慮
紅
】
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
見
し
て
③
と
『
磨
光
韻
鏡
』
と
の
内
容
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
総
」
「
聡
」
の
「
ス
」
、
「
動
」

よ
う
な
見
慣
れ
な
い
「
呉
音
形
」
が
一
致
し
て
い
る
の
も
、

え
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

両
者
に
違
い
が
あ
る
、

っ
て
い
る
も
の

孔
…
ク
・
コ

の

「
ヅ
」

の

偶
合
と
は
考

A
S
D
の
四
例
に
着
目
す
る
と
、

と
仮
名
が
異
な
っ
て
い
る
も
の

(
B
D
)

と
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
差
異
が
生
じ
た
原
因
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

(
A
C
)
 

反
切
が
異
な

【
（
空
…
ク
・
コ
ウ
／
苦
紅
）

空

「

｛

ヒ

」

の

異

体

字

で

あ

り

、

本

質

的

な

違

い

が

あ

る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

A
に
つ
い
て
は
、
③
の
編
者
が
、

「
瞭
（
日
へ
ん
）
」
の
反
切
を
掲
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
暖
（
目
へ
ん
ご

の
反
切
を
掲
げ
た
、
つ
ま
り
単
純
な
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る。

B
と

D
は
③
と
『
磨
光
韻
鏡
』
と
で
仮
名
音
注
が
異
な
る
例
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
③
の
反
切
注
に
『
磨
光
韻
鏡
』
と
同
じ
も
の
を

載
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
角
で
囲
っ
た
「
叶
都
郎
小
」
「
協
徒
郎
」

「
叶
徒
黄
」
と
い
っ
た
反
切
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は

凡
例
に
「
若
取
二
於
他
書
如
即
作
レ
囲
隔
レ
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

『
広
韻
』
以
外
の
典
拠
か
ら
引
用
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
こ
こ
で
は
「
東
」
の
呉
音
形
と
し
て
『
磨
光
韻
鏡
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
ツ
」
で
は
な
く
「
ト
ウ
」
を
採
用
し
、
さ
ら
に
そ
の
根
拠
と
な
る

反
切
注
を
掲
示
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
看
取
さ
れ
る
。

「
総
」
「
聡
」
「
動
」
な
ど
は
『
磨
光
韻
鏡
』
に
従
っ
た
一
方
で
、
「
東
」

「
同
」
な
ど
は
別
の
形
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
判
断
が
分
か
れ
た

理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
「
東
」
「
同
」
な
ど
は
別
の
典
拠
を
持
ち

出
し
て
「
ト
ウ
」
「
ド
ウ
」
を
正
当
化
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
「
内
」
「
及
」
な
ど
は
『
磨
光
韻
鏡
』
の
音
形
を
保
持
し
た
上
で

第
三
音
注
と
し
て
別
の
形
を
載
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
っ
た
対
応
を

取
っ
て
い
る
背
景
も
未
勘
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
く

る
と
、
こ
の
資
料
は
基
本
的
に
『
磨
光
韻
鏡
』
に
拠
っ
て
い
て
、
時
折
開

合
の
混
乱
な
ど
が
介
在
し
た
誤
刻
が
混
じ
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
[
注
6
]

゜

こ
の
資
料
に
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
浄
土
三
部
経
の
講
読
に
使
わ
れ

て
い
る
音
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
論
と
し
て
の
呉
音
形
な
の
か
と
い
う

ま
ず

C
の

は

「
他
」

五



④
東
条
逢
伝
編
『
三
部
経
字
引
』

真
宗
大
谷
派
の
僧
・
東
条
逢
伝
は
義
門
の
子
で
あ
り
、
本
資
料
は
明
治

―
一
(
-
八
七
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
画
数
引
き
の
音
義
で
あ
る
。
一

四
三
八
字
に
仮
名
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
調
査
は
神
戸
大
学
蔵
の
板
本

に
よ
り
、
龍
谷
大
学
蔵
の
板
本
・
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画

像
も
援
用
し
た
。

七
丁
に
わ
た
る
凡
例
が
あ
り
、
そ
の
字
音
に
関
す
る
記
述
は
連
濁
・
連

声
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ほ
か
、
文
法
な
ど
も
含
め
た
広
い
範
囲
に
及
ん
で

い
る
。
字
音
に
関
す
る
記
述
を
い
く
つ
か
抜
き
出
す
と
、
「
仏
経
ハ
凡
テ

呉
音
ヲ
以
読
誦
ス
ル
コ
ト
古
来
ノ
例
タ
リ
。
故
二

E

今
唯
呉
音
ノ
ミ
ヲ
載

刈
。
マ
、

F

故
ラ
ニ
漢
音
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ
G

一
家
ノ
読
法
二
依
ル
。
白

馬
ヲ
ハ
ク
バ
、
臣
下
ヲ
シ
ン
カ
等
ノ
類
也
（
以
下
略
•
第
三
項
）
」
「
字

音
既
ニ
ー
漢
呉
音
ノ
外
二
訓
詰
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
弟
（
他
礼
切
）
、
内
（
奴

対
切
）
、
焚
（
符
分
切
）
等
、
反
切
ヲ
検
シ
テ
漢
呉
音
ノ
外
二
転
シ
呼
ヘ

ル
コ
ト
ヲ
知
ヘ
シ
。
又
一
字
ヲ
或
ハ
漢
、
或
ハ
呉
二
呼
モ
ア
リ
。
『
士
（
シ

・
ジ
）
』
『
斉
（
サ
イ
・
ザ
イ
）
』
等
ノ
類
也
。
或
ハ
単
二
漢
ノ
ミ
ニ
読
ム

モ
勘
カ
ラ
ズ
。
禽
．
乎
．
都
・
尚
・
寒
・
乾
等
ノ
類
也
。
（
中
略
）
然
ル

ヲ
偏
ヘ
ニ
字
書
ノ
反
切
二
徴
シ
テ
悉
ク
呉
音
二
読
改
ン
ト
セ
ン
ハ
実
ニ
タ

2

|

4

 

凡
例
の
記
述
と
『
磨
光
韻
鏡
』
と
の
対
応
関
係
か
ら
推
し

両
者
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
特
段
見
出
せ
ず
、
浄
士
三

部
経
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
呉
音
」
、
と
い
っ
た
感
覚
の
下
に
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
②
と
同
様
の
見
方
で
、
次
項
の
④
に
比
べ
る
と
、

学
問
的
な
厳
密
さ
の
面
で
見
劣
り
の
す
る
、
素
朴
な
段
階
に
あ
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

量
る
と

問
題
が
あ
る
。

必
ス と

は
い
え

「
＼
ン
」

「
＼
ム
」

「
（
略
）

五

知
れ
な
い
。

た
形
で
あ
り

そ
れ
で
は

と
は
何
で
あ
る
か
と

ノ
読
法
」

っ
て
の

E
)
。

ャ
ス
キ
事
二
非
ル
ヘ
シ
。

テ
仮
名
ヲ
附
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ベ
シ

一
連
の
記
述
か
ら
、

音
体
系
を
、

の
で
あ
り
、

④
で
は
主
に
呉
音
を
掲
載
す
る
こ
と
を
明
記
す
る

し

か

し

、

や

、

故
二
詮
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
ー
当
今
本
山
諷
誦
二
例

（
第
一

0
項
）
」
な
ど
と
あ
る
。

「
呉
音
」

と

飯

（ボ

「
一
家

「
漢
音
」
と
い
う
二
つ
の
字

ま
ず
所
与
の
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

（
傍
線

F
)

呉
音
・
漠
音
の
枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
音
形

せ
る
こ
と
も
付
記
さ
れ
て
お
り
、

や
ー

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
漢
音
形

「
当
今
本
山
諷
誦
」

「
一
家
ノ
読
法
」

い
う
問
題
に
な
る
が
、

ム
）
／
飲
（
オ
ン
）
．
壬

見
ら
れ
る
。

（
傍
線

H
)

そ
れ
ら
を
採
用
す
る
基
準
は

G

（
ニ
ン
）

で
あ
る
と
す
る
。

「
当
今
本
山
諷
誦
」

凡
例
で

（
傍
線

（
編
者
に
と
を
載

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
「
浄
土
三
部
経
読
誦
の
場
で

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
音
」
の
意
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が
「
呉

音
」
そ
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
把
握
し
、
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
②
や
③
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

m
.
n
韻
尾
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
父
義
門
が
検
証
し
て
い
る
事
柄
で

あ
り
、
④
で
も
「
＼
ン
」
「
＼
ム
」
の
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
水
」
「
類
」
の
よ
う
な
支
摂
合
口
字
を

み
見
ら
れ
る
表
記
で
あ
る
が
、

と
す
る
の
は
④
で
の

こ
れ
は
本
居
宣
長
や
白
井
寛
蔭
が
採
用
し

む
し
ろ
当
時
最
新
の
学
説
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
か
も

「
＼
ヰ
」

の
書
き
分
け
に
関
し
て
は
、

の
よ
う
な
、
原
則
か
ら
外
れ
た
例
が

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

撥

音

ノ

字

ノ

仮

名

モ

『
信
シ
ン
』
『
心
シ
ム
』
『
年
ネ
ン
』
『
念
ネ
ム
』
『
讃
サ
ン
』
『
三
サ

ム
』
等
厳
整
二
別
チ
記
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
間
『
ム
』
ノ
仮
名
付
ケ
ス

編
者
は



こ
こ
で
は
、

段
も
含
む
力
行
合
拗
音
」

れ
る
。

3
 

記
述
か
ら
は

と
こ
ろ
で
、

具
体
的
に
は

「
撥
音
尾
の
＼
ン
・
＼
ム
」

「
開
合
」

「
四
つ
仮
名
」

「
語
頭
の
イ
／
ヰ

も
の
で
あ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

仮
名
が
不
正
確
な
も
の
に
は
、

あ
る
。

「ア

こ
の
資
料
の
編
集
態
度
と
は
、
当
時
の
日
本
漢
字
音
史
研

究
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
理
論
の
み
を
重
視
し
た
わ
け
で
な
い
、

所
々
に
出
現
す
る
、

合
拗
音
や
四
つ

あ
る
い
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
可
能
性
が

漢
字
音
の
異
同
に
つ
い
て

3

|

1

本
節
の
分
析
方
法

前
節
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
①

S
④
は
体
裁
・
方
針
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
掲
載
し
て
い
る
字
に
も
出
入
り
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
相
互
の
直
接
的
な
影
響
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら

①
＼
④
の
全
て
で
仮
名
音
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
字
は
―
二
三
四
字

（
異
な
り
字
数
。
た
だ
し
「
易
・
・
・
エ
キ
／
イ
」
の
よ
う
な
、
分
韻
表
で
異

な
る
欄
に
入
る
も
の
に
関
し
て
は
別
字
と
し
て
数
え
た
）
あ
る
。
本
節
で

は
、
こ
れ
ら
の
字
に
つ
い
て
、
仮
名
音
注
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
か

を
検
討
す
る
[
注

7
f

仮
名
音
注
が
全
同
で
な
く
と
も
、
年
代
的
な
親
点
あ
る
い

は
当
該
資
料
の
方
針
か
ら
「
差
異
」
と
見
な
し
が
た
い
も
の
で
あ
れ
ば
「
同

-
」
と
見
な
す
こ
と
と
し
た
。

現
実
的
な

一
連
の

ベ
キ
ヲ
ワ
ザ
ト
『
ン
』
卜
記
シ
置
モ
ア
リ
。
ソ
ハ
字
二
依
テ
『
ム
』
卜
記

モ
ジ

シ
テ
ハ
初
心
其
仮
名
『
ム
』
字
ヲ
シ
カ
ト
イ
フ
時
ハ
音
訓
紛
ラ
ハ
シ
キ
コ

ト
モ
ア
ラ
ン
カ
ト
慮
ヘ
ハ
ナ
リ
（
以
下
略
•
第
八
項
）
」
と
述
べ
て
い
る

単
な
る
誤
認
と
は
処
理
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

|

2

各
資
料
で
共
通
し
て
い
る
例

エ
／
ヱ
、
オ
／
ヲ
」
「

P
入
声
の
ウ
／
フ
」
「
エ
段
＋
ウ
／
イ
段
＋
ヨ
ウ
」

の
違
い
に
つ
い
て
は
差
異
と
し
て
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
[
注
8
]
ヽ
ま
た
①

の
清
濁
も
無
視
す
る
。
例
え
ば
「
何
…
①
カ
、
②
ガ
、
③
ガ
、
④
ガ
」
と

い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
全
て
の
本
で
同
じ
「
ガ
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

見
な
し
、
一
方
で
「
荷
…
①
カ
、
②
カ
、
③
ガ
、
④
カ
」
の
よ
う
な
例
は
、

③
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
例
と
し
て
扱
っ
た
。

ま
れ
に
、
一
っ
の
本
の
中
に
同
じ
字
が
複
数
回
出
て
き
て
、
し
か
も
相

互
に
異
な
っ
て
い
る
例
と
い
う
の
も
存
す
る
。
①
で
「
擾
」
が
「
ヨ
ウ
」

「
ネ
ウ
」
の
二
箇
所
に
出
て
く
る
の
が
そ
の
例
だ
が
、
②
③
④
で
「
ネ
ウ
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

八
の
仮
名

音
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
近
世
以
降
の
音
韻
状
態

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
現
代
仮
名
遣
い
で
字
音

な
い
し

「
ニ
ョ
ウ
」

こ
こ
で
は
同
一

を
表
記
す
る
。

前
項
の
基
準
に
従
っ
て
―
二
三
四
字
を
分
類
す
る
と
、
ま
ず
最
も
多
い

の
は
、
①
②
③
④
で
同
じ
仮
名
音
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

三
例
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
と
い
う
の
は
、

各
資
料
を
通
じ
て
呉
音
形
と
し

て
、
な
い
し
浄
土
三
部
経
読
誦
の
場
で
通
用
す
る
音
と
し
て
受
容
さ
れ
て

い
る
形
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
中
に
は
、
中
古
音
の
枠
組
み
で
説
明
で
き
な
い
も
の
、
な
い
し
漢

音
と
の
対
応
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
も
の
も
存
す
る
。
中
古
音
か
ら

は
清
音
が
期
待
さ
れ
る
の
に
濁
音
に
な
っ
て
い
る
屏
（
ビ
ョ
ウ
）
．
憎
（
ゾ

ウ
）
、
逆
に
中
古
音
か
ら
は
濁
音
が
期
待
さ
れ
る
の
に
清
音
と
し
て
出
て

く
る
粗
（
ソ
）
、
麻
韻
字
の
中
で
エ
段
形
で
出
現
す
る
下
（
ゲ
）
・
仮
（
ケ
）

五
四



現
す
る
行

し
か
し
、

次
に
、

3

_

3

 

（
ギ
ョ
ウ
）
•
生

（
シ
ョ
ウ
）
・
百

（
ヒ
ャ
ク
）

相
違
例
か
ら
見
る
各
資
料
の
特
徴

四
種
類
の
浄
土
三
部
経
音
義
の
中
で
‘
―
つ
の
本
の
仮
名
音
注

の
み
が
孤
立
し
て
い
る
例
に
着
目
す
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
こ
そ
、
各

資
料
の
特
徴
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
も
数
が
多
い
の
は
③
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
例
で
、
ニ
―
二
字
存
す

る
。
こ
れ
は
③
が
『
磨
光
韻
鏡
』
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ

る
の
は
明
ら
か
で
、
感
（
①
②
④
カ
ン
／
③
コ
ン
）
・
勅
（
①
②
④
チ
ョ

ク
／
③
チ
キ
）
・
竜
（
①
②
④
リ
ュ
ウ
／
③
リ
ュ
）
の
よ
う
な
見
慣
れ
な

い
形
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
古
音
と
日
本
呉
音
と
の
間
に
存
す
る

ず
れ
が
、
③
で
は
解
消
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
（
②
④
ジ
ン

深

②
以
下
が

五
五

こ
れ
ら
は
後
ほ
ど
別
に
考
察

・
価
（
ケ
）
．
砥
（
メ
）
・
化
（
ケ
）
、
支
韻
字
で
エ
段
音
表
記
さ
れ
る
施

（
セ
）
・
是
（
ゼ
）
、
之
韻
字
で
オ
段
音
表
記
さ
れ
る
己
（
コ
）
．
其
（
ゴ
）
、

微
韻
字
で
エ
段
音
表
記
さ
れ
る
衣
（
エ
）
・
希
（
ケ
）
．
悌
（
ケ
）
、
通
摂

字
で
短
呼
形
の
功
（
ク
）
．
孔
（
ク
）
、
梗
摂
二
等
字
が
拗
音
と
し
て
出

な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
で
に
高
松
政
雄
(
-
九
八
六
）
や
小
倉
肇
（
二
〇

0
五
）
な
ど
の
先
行
研
究
で
日
本
呉
音
の
特
徴
的
な
音
形
と
し
て
言
及
さ

れ
て
い
る
事
柄
で
あ
り
、
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
福

永
(
-
九
九
七
）
第
三
章
第
九
節
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
漢
語
に
よ
っ
て

漢
音
読
す
る
も
の
や
、

（
ワ
ア
）
•
水
（
シ
ヰ
）
「
特
殊
な

読
み
方
を
す
る
も
の
」
が
基
本
的
に
出
て
こ
な
い
[
注
9
]

こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。
③
④
の
よ
う
な
浄
土
真
宗
に
関
連
す
る
文
献
で
あ
っ
て
も
、
こ

こ
で
の
浄
土
三
部
経
音
義
と
は
、
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
音
形
か
ら
は
み

出
さ
な
い
も
の
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。

阿

と
い
っ
た

／
③
シ
ン
・
韻
書
全
清
）
・
負
（
②
④
フ
／
③
プ
・
韻
書
全
濁
）
．
慕

④
ボ
／
③
モ
・
明
母
）
・
嵯
娑
（
①
②
④
シ
ャ
／
③
サ
・
果
摂
一
等
）
．

錯
（
①
②
④
シ
ャ
ク
／
③
サ
ク
・
宕
摂
一
等
）
．
迎
（
①
②
④
コ
ウ
／
③

ギ
ョ
ウ
・
梗
摂
三
等
）
な
ど
は
、
中
古
音
の
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
③
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
が
妥
当
な
音
形
な
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
①
②
④
が
日

本
呉
音
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
形
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

次
に
多
い
の
は
、
①
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
例
で
、
六
一
字
あ
る
。
①

に
関
し
て
は
清
濁
の
違
い
を
捨
象
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
潜
在
的
に
は
も

っ
と
多
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

|

1
で
見
た
よ
う
に
、
①
に
は
粗
雑
な
い
し
不
用
意
な
仮
名
音
注
が

散
見
さ
れ
、
ま
た
漢
音
形
の
混
入
も
多
い
。
夏
（
①
カ
／
②
③
④
ゲ
）
、

遠
（
①
エ
ン
／
②
③
④
オ
ン
）
な
ど
は
、
呉
音
資
料
と
し
て
の
①
の
有
用

性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
例
で
あ
る
。
た
だ
、
側
（
①
ソ
ク
／
②

③
④
シ
キ
）
．
泥
（
①
テ
イ
／
②
③
④
ナ
イ
）
に
関
し
て
は
、
『
法
華
経
』

な
ど
の
呉
音
資
料
で
は
む
し
ろ
①
の
形
が
普
通
な
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が

呉
音
形
と
し
て
伝
統
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
形
で
あ
る
可
能
性
が
存
す

る
。
ま
た
、
栄
（
①
⑮
エ
イ
・
R
ョ
ウ
／
②
③
④
ヨ
ウ
）
の
よ
う
な
、
①

の
左
側
に
加
え
ら
れ
た
形
が
②
③
④
と
一
致
し
て
い
る
も
の
も
計
八
例
あ

り
[
注

n]
、
①
と
い
う
の
は
吟
味
さ
れ
た
形
を
厳
選
し
て
い
る
資
料
と
は

言
い
が
た
い
。

①
が
孤
立
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
失
（
①
シ
ツ
／
②
③
④
シ
チ
）
、

滅
（
①
メ
ッ
／
②
③
④
メ
チ
）
の
よ
う
な
、

も
の
が
三
六
字
も
あ
る
こ
と
が
目
を
引
く
。

「

S
チ」

表
記
な
の
で
あ
っ
て
、

t
入
声
韻
尾
の
み
に
関
わ
る

い
ず
れ
も
①
が

ヽ

「
＼
ツ
」

（② 



る
の
で
あ
り
、

を
加
え
た
い
。

④
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
の
は
四
二
字
で
あ
る
。
④
は
適
宜
漢
音
が
混

じ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
資
料
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し

た
と
思
し
き
例
が
散
見
さ
れ
る
。
霊
（
①
②
③
リ
ョ
ウ
／
④
レ
イ
）
、
白

（
①
②
③
ビ
ャ
ク
／
④
ハ
ク
）
な
ど
九
字
が
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
最
も

多
い
の
は
②
③
と
清
濁
の
み
を
異
に
す
る
一
群
で
、
「
②
③
濁
音
／
④
清

音
」
が
「
劇
懸
士
視
嘗
承
臣
逝
籍
蔵
待
長
沈
纏
朋
槃
祖
牌
」
の
一
八
字
あ

る
の
に
対
し
、
「
②
③
清
音
／
④
濁
音
」
の
方
は
「
蓋
休
遭
品
念
文
」
の

六
字
で
あ
る
。
④
の
み
濁
音
の
方
は
、
い
ず
れ
も
韻
書
全
清
・
次
清
字
で

あ
り
、
「
蓋
」
以
外
は
や
や
不
可
解
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
語
彙
的
な
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

④
が
孤
立
し
て
い
る
例
に
は
、
現
在
一
般
的
な
形
が
多
く
含
ま
れ
て
い

敢
え
て
漢
音
形
を
載
せ
た
と
い
う
よ
り
は
「
漢
字
音
の
一

元

化

五

11]
」

／
①
②
③
ケ
イ
）
は
呉
音
と
し
て
の
反
省
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
浄
土
三
部
経
音
義
に
は
そ
の

よ
う
な
整
備
例
が
よ
く
観
察
さ
れ
る
。

最
後
に
、
②
の
み
孤
立
し
て
い
る
の
は
一
―
字
で
あ
る
。
弘
（
②
グ
ウ

／
①
③
④
グ
）
、
諷
（
②
フ
ウ
／
①
③
④
フ
）
の
よ
う
な
、
長
短
の
違
い

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
は
示
唆
的
だ
が
、
②
が
孤
立
し
て
い

る
例
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
②
に
際
立
っ
た
特
徴
と
い
う
の
は
見
出
し

が
た
い
。

以
上
は
「
一
対
三
」
と
い
う
分
か
れ
方
だ
っ
た
。

分
か
れ
方
に
着
目
す
る
と
、

「
二
対
二
」

の
結
果
と
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

逆
に
、
稽
（
④
ケ

「
二
対
二
」

ま
た
違
っ
た
面
が
見
え
て
く
る
。

の
う
ち
最
も
多
い
の
は
①
②
／
③
④
の
ニ
―
字
で
あ
る
。

次
に

の

そ
の
中
で
は
①
の
孤
立
例
で
目
立
っ
た
よ
う
な
、
①
②
「
＼
ツ
」
、
③
④

「
＼
チ
」
と
い
う

t
入
声
韻
尾
に
関
わ
る
も
の
が
一

0
字
あ
り
、
ま
た
空

（
①
②
ク
ウ
／
③
④
ク
）
の
よ
う
な
、
①
②
「
短
」
、
③
④
「
長
」
と
い

う
対
立
を
示
す
も
の
が
四
字
あ
る
。
後
の
時
代
の
資
料
ほ
ど

t
入
声
の
「

S

チ
」
表
記
が
増
え
、
ま
た
短
呼
形
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

①
④
／
②
③
と
い
う
分
か
れ
方
を
す
る
の
は
―
二
字
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
①
④
漢
音
形
／
②
③
呉
音
形
と
目
さ
れ
る
組
み
合
わ
せ
の
も
の
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
映
（
①
④
エ
イ
／
②
③
ヨ
ウ
）
の
場
合
、

②
③
で
は
漢
音
形
と
し
て
エ
イ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
①
④

は
そ
ち
ら
を
前
面
に
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
例
と
し
て
、
「
園

恢
凶
胸
侯
黎
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
種
の
例
が
目
立
つ
背
景
に
は
、
②
③
は
呉
音
・
漢
音
を
対
比
さ
せ

る
形
式
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
③
が
漢
音
を
支
え
に
し

て
い
る
分
、
呉
音
形
と
し
て
よ
り
蒸
留
さ
れ
た
形
を
掲
出
す
る
の
に
対
し
、

素
朴
な
状
態
に
あ
る
①
や
、
適
宜
漢
音
も
載
せ
る
方
針
を
採
っ
て
い
る
④

と
い
う
の
は
、
混
質
的
な
性
質
を
は
ら
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
①
④
／
②
③
型
の
残
り
は
、

t
入
声
字
を
「
＼
ツ
」
と
書
く
か
（
①

④
)
「
＼
チ
」
と
書
く
か
（
②
③
）
の
違
い
で
あ
る
。
①
③
／
②
④
で
分

か
れ
て
い
る
も
の
は
二
字
の
み
で
あ
り
、
確
た
る
こ
と
は
言
い
難
い
。

最
後
に
‘
―
つ
の
字
に
対
し
て
―
―
一
種
類
以
上
の
仮
名
音
注
が
加
え
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
四
一
例
存
す
る
。
宮
（
②
グ
ウ
／
③
ク
／
①
④
ク
ウ
）

や
迭
（
①
テ
ッ
／
②
④
テ
チ
／
③
デ
チ
）
の
よ
う
に
、
①
②
④
の
間
に
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
何
ら
か
の
相
違
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
③
が
『
磨

光
韻
鏡
』
に
基
づ
い
た
別
の
形
を
掲
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
複
雑
な
様
相
が

出
現
し
て
い
る
と
い
う
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
複
合
的
な
要
因

五
六



石
山

で
は
、

ユ」

時
代
を
追
う
ご
と
に
「
シ
（
ユ
）
ウ
」
の
長
呼
形
が
減
っ
て

の
短
呼
形
が
増
え
る
傾
向
が
見
出
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、

'o

韻
尾
を
有
す
る
通
摂
字
に
関
し
て
は
、
『
法
華
経
』
関
連
文
献
で
は
長
呼

形
が
原
則
で
あ
っ
た
の
に
、
浄
土
三
部
経
音
義
で
は
短
呼
形
が
優
勢
に
な

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
呉
音
：
・
短
、
漢
音
…
長
と
い
う

対
比
意
識
が
働
き
、
漢
字
音
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
様
が
読
み
取
れ
た
の

だ
っ
た
。
各
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
シ

（二

0
一
八

b
)

節
ま
で
で
見
た
よ
う
な
、

サ
行
ウ
段
拗
音
以
外
で
も
時
代
を
経
る
ご
と
に

短
呼
形
が
増
え
る
傾
向
と
い
う
の
も
、
同
じ
背
景
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
表
に
よ
る
と
、
時
期
的
に
④
に
先
行
す
る
③
で
、
む
し
ろ
短
呼
形
に

統
一
さ
れ
て
い
る
様
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
れ
は
③
が
基
本
的
に
『
磨
光

韻
鏡
』
に
拠
っ
て
い
る
た
め
と
見
ら
れ
る
。
③
が
極
端
に
「
整
備
」
さ
れ

て
い
る
の
は
本
節
で
扱
う
他
の
例
で
も
同
様
で
あ
り
、
む
し
ろ
『
磨
光
韻

鏡
』
と
無
関
係
と
目
さ
れ
る
④
で
も
同
じ
性
質
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

察
し
た
こ
と
が
あ
り

4
 
呉
音
形
の

筆
者
は
、
か
つ
て

（
ユ
）

に
よ
り
ま
と
め
る
と
、

ウ
・
シ
ュ
の
分
布
を
、

次
表
の
よ
う
に
な
る
。
前

「
＼
ツ
」

浄
土
三
部
経
音
義
に
も
言
及
し
た
[
‘
江
12]
。

「シ

も
見
逃
せ
な
い
。

①
が

「
整
備
」

（
ユ
）

ウ
」

「
シ
ュ
」

「シ
そ

の
呉
音
形
に
つ
い
て
考

が
関
わ
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
中
に
は

t
入
声
字
が
一
五
字
あ
り
、

と
し
て
い
る
こ
と
が
ば
ら
つ
き
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
面

く
~
ツ

＼
チ

七

四

二
九 ②
 

六
五

八
四

五
七 「シ

1. 

ノ‘

七
四

①
 

③
 

④
 

「

S
チ」

前
節
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
資
料
に
よ
り
音
形
が
異
な
っ
て

い
る
も
の
の
中
に
は
、
年
代
に
よ
る
差
を
反
映
し
て
い
る
と
思
し
き
も
の

が
散
見
さ
れ
た
。
そ
れ
も
、
開
合
や
四
つ
仮
名
の
よ
う
な
、
音
韻
変
化
を

捨

象

し

て

の

結

果

だ

っ

た

の

で

あ

り

、

で

見

ら
れ
た
よ
う
な
、

3

|

3
で
見
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
資
料
間
で
見
ら
れ
る
差
異
の
中
に

は、

t
入
声
字
が
関
わ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
の

時
代
に
な
る
ほ
ど
「
＼
ツ
」
が
減
少
し
て
「
＼
チ
」
が
増
え
る
と
い
う
見

通
し
を
得
て
い
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
各
資
料
に
お
け
る

t
入
声
字
の
表

記
を
集
計
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
時
代
を
追
う
ご
と
に

の
比
率
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
＼
チ
」
、

（
ユ
）

ウ」

『
磨
光
韻
鏡
』
や
『
漢
呉
音
図
』
で
は
、
基
本
的
に
呉
音

漢
音
「
＼
ツ
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
[
注
凶
]
ヽ
今
日
で
も
そ
の
よ
う
な

形
を
採
用
す
る
漢
和
辞
書
は
散
見
さ
れ
る
。
先
ほ
ど
の

「
シ
ュ
」

呉
音
形
の
整
備
が
関
わ
っ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
。

「シ

（
ユ
）

ウ」

短 長
摂

呼 呼

形 形

四 四 通

① 
遇
流

四 ノ＇‘ 通
② 
遇

九 四 流

゜
通

遇
③ 

ノ＇‘ 

゜
流

八

゜
通

遇
④ 

四 四 流



5
 
結

論

（
「
そ
の
他
」
「
髯
」
字
は
e
両

方

に

入

れ

た

②
の
ら
、

a
イ

2
 [
注
]

本

稿

は

「
ケ
」
入

声

字

へ

の

誤

認

例

．．
 
1

形

な

ど

を

含

む

。

ま

た

を

呉

音

形

と

認

め

て

い

る

こ

と

か

（
※
の
箇
所
）
。
）

近
世
前
後
に
成
立
し
た

本
稿
で
は
、
編
集
の
主
体
も
体
裁
も
様
々
な
、

浄

土

三

部

経

音

義

四

種

類

を

対

象

に

し

て

、

そ

こ

に

記

入

さ

れ

た

仮

名

音

注

の

特

徴

を

検

討

し

て

き

た

。

相

互

の

影

響

関

係

が

特

段

見

出

し

が

た

い

中

に

あ

っ

て

、

素

朴

な

段

階

に

あ

っ

た

①

に

比

べ

る

と

漢

音

と

の

対

比

を

科

学

研

究

費

補

助

金

「

資

料

横

断

的

な

漢

字

音

・

漢

語

音

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

構

築

・

公

開

に

向

け

た

基

礎

的

研

究

」

究

課

題

番

号

1
9
K
0
0
6
5
0
)

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

石
山
裕
慈
（
二

0
一
八

a
)
。

以
下
、
①
＼
④
の
用
例
数
は
、

「
カ
イ
」

には

そ
の e e a 

他
イイ

四 ① 

四

゜＾ ＾ ② ※ ※ 
‘ ‘ 

゜゚
七 ③ 

四 八 九 ④ 

の

長

短

で

見

ら

れ

た

よ

う

な

、

素

朴

な

呉

音

・

漢

音

の

対

比

意

識

が

存

し

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

の

で

あ

り

、

浄

土

三

部

経

音

義

で

も

そ

れ
を
反
映
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
[
注

M
r

浄

土

三

部

経

音

義

に

お

け

る

斉

韻

字

の

表

記

に

つ

い

て

も

見

て

お

き

た

い
。
斉
韻
字
に
つ
い
て
は
中
澤
信
幸
（
二

0
0
九
）

て
お
り
、
韻
書
や
韻
図
の
受
容
が
進
む
に
つ
れ
て
、

e
／

漢

音

e
イ

と

い

う

形

へ

と

整

え

ら

れ

て

い

っ

た

様

相

が

記

述

さ

れ

て

い
る
。
①

S
④

で

の

斉

韻

開

口

字

の

表

れ

方

を

ま

と

め

る

と

、

次

の

よ

う

に

な

る

五

16]
。

e
イ
は
漢
音
形
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
か
、

な
る
傾
向
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
。

比

率

が

低

く

呉

音

a
イ
日
15]

で
す
で
に
論
じ
ら
れ

「
シ
ュ
」

[
付
記
]

行

っ

た

②

は

反

省

の

度

合

い

を

増

し

て

い

て

、

『

磨

光

韻

鏡

』

を

援

用

し

て

体

系

的

に

呉

音

・

漢

音

を

捉

え

た

③

と

い

う

流

れ

が

あ

っ

た

。

そ

し

て

④

で

は

、

呉

音

・

漢

音

と

別

次

元

の

も

の

と

し

て

浄

土

三

部

経

読

誦

音

を

捉

え

た

形

跡

が

あ

っ

た

の

で

あ

り

、

時

代

を

経

る

に

つ

れ

て

洗

練

さ

れ

て

行
っ
て
い
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ

れ

に

伴

っ

て

、

記

入

さ

れ

て

い

る

仮

名

音

注

に

も

整

備

が

加

え

ら

れ

て

い

く

。

漢

音

形

を

意

識

し

つ

つ

呉

音

形

と

し

て

洗

練

さ

れ

た

形

へ

と

ま

と
ま
っ
て
い
く
方
向
性
が
観
察
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
磨
光
韻
鏡
』

を

参

照

し

た

③

に

極

端

に

現

れ

て

い

た

ほ

か

、

そ

れ

以

外

の

資

料

で

も

多

か
れ
少
な
か
れ
存
し
た
。

一

連

の

考

察

か

ら

看

取

さ

れ

る

の

は

、

日

本

漢

字

音

に

は

、

大

昔

に

伝

来

し

た

も

の

が

「

経

年

劣

化

」

し

て

日

本

語

の

音

韻

体

系

に

な

じ

ん

で

行

く

ほ

か

に

、

学

問

的

な

反

省

が

加

わ

っ

て

整

備

さ

れ

て

い

く

方

向

性

が

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
漢
字
音
の
一
元
化
」
と
は
ま
た
別
の
、
「
差

別

化

」

と

で

も

称

す

べ

き

力

学

が

、

こ

の

浄

土

三

部

経

音

義

に

よ

く

現

れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
基
盤
研
究

C

・
研

重

複

を

含

ん

だ

数

値

で

あ

る

。

と

り

わ

け

①

に

五
八



11 10 

，
 

8
 

7
 

6
 
5
 
4
 

3
 
は
重
複
が
目
立
つ
。

具
体
的
に
は
、
栴
（
去

2
オ

5
)
、
壇
（
去
濁

2
オ

5
)
、
樹
（
平
濁

2
オ

5
)
、

按
（
平

2
オ

5
)
、
柾
（
平

2
ウ

1
)
、
11

（
火
＋
薬
）
（
平

2
ウ
5
)
、
城
（
去

濁

3
オ

5
)
、
垢
（
平

3
オ

5
)
、
銭
（
平

3
ウ

3
)
、
鈍
（
平
濁

3
ウ

3
)
、
浄

（
平
濁

4
オ

1
)
、
浩
（
平

4
ウ

3
)
、
月
（
入
濁

5
ウ

1
)
、
岸
（
平
濁

5
ウ

6
)
、

写
（
去
濁

6
オ

1
)
、
飽
（
去
濁

6
オ

5
)
の
各
例
で
あ

崖
（
去
濁
5
ウ

6
)
、

る。中
澤
信
幸
（
二

0
一
三
）

と
も
注
目
さ
れ
る
。

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
発
達
段
階
と
対
応
し
て
い
る
こ

以
下
、
③
④
の
凡
例
を
引
用
す
る
際
は
、

う
。
ま
た
《
》
は
割
注
を
示
す
。

適
宜
句
読
点
・
カ
ギ
括
弧
な
ど
を
補

石
山
裕
慈
（
二

0
一
八

b
)

で
は
、
③
と
『
磨
光
韻
鏡
』
と
の
間
に
相
違
点
が

あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
両
者
は
ひ
と
ま
ず
無
関
係
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
個

々
の
記
述
を
精
査
し
た
結
果
、
や
は
り
『
磨
光
韻
鏡
』
を
下
敷
き
に
し
な
け
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

複
数
音
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
資
料
は
、
呉
音
形
な
い
し
浄
土
三
部
経
読
誦
音
と

目
さ
れ
る
方
を
検
討
対
象
と
す
る
。
左
右
に
仮
名
音
注
が
あ
る
資
料
も
右
側
を

本
体
と
し
て
扱
い
、
左
側
の
も
の
は
適
宜
言
及
す
る
形
式
を
取
る
。
ま
た
、
分

韻
表
の
本
体
に
掲
げ
な
か
っ
た
、
『
広
韻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
字
は
考
察
の

対
象
か
ら
外
し
た
。

「
イ
ヤ
ウ
」
と
「
ヤ
ウ
」
、
「
ス
イ
」
と

の
と
し
て
扱
っ
た
。

「
ス
ヰ
」

の
よ
う
な
も
の
も
、

同
じ
も

た
だ
し
「
宿
」
に
つ
い
て
は
②
の
み
シ
ュ
ウ
に
言
及
し
て
お
り
、
「
水
」
は
④
の

み
シ
ヰ
を
併
記
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
庶
（
①
⑮
シ
ャ
・
R
シ
ョ
／
②
③
④
シ
ョ
）
の
よ
う
な
、
①
の

不
用
意
さ
に
も
っ
ば
ら
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

坂
水
貴
司
（
二

0
一
六
）
、
大
島
英
之
（
二

0
二

0
)
、
石
山
裕
慈
（
二

0
一
八

16 15 14 13 12 

五
九

C
)

な
ど
参
照
。
「
一
音
固
定
化
」
な
ど
研
究
者
に
よ
っ
て
呼
称
が
一
定
し
て
い

な
い
が
、
同
じ
事
柄
と
し
て
取
り
扱
う
。

石
山
（
二

0
一
八

b
)
。
た
だ
し
こ
の
論
文
で
は
、
本
稿
の
①
＼
④
を

A

¥

D
と

称
し
て
い
る
。

③
で
唯
一
「
＼
ツ
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
術
」
だ
が
、
こ
れ
は
『
磨
光
韻
鏡
』

で
は
「
＼
チ
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
音
曲
玉
淵
集
』
に
は
「
呉
音
は

□lの
音

を
ち
と
唱
ふ
定
格
也
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
注
1
4
で
触
れ
る
よ
う
な
、
音
価

の
面
で
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
呉
音
形
は
「
＼
チ
」
で
あ
る
と
い
う
発
想
は

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

t
入
声
字
は
、
長
ら
く
原
音
通
り
の
無
解
放
を
保
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
一
群
で

あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
多
く
＼

t
形
で
現
れ
る
ほ
か
、
仮
名
表
記
も
一
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
院
政
期
＼
中

世
に
か
け
て
、

t
入
声
字
の
表
記
が
直
前
の
母
音
に
対
応
し
て
「
＼
ツ
」
「

S
チ」

に
分
か
れ
た
結
果
、
「
＼
チ
」
が
減
っ
て
「
＼
ツ
」
が
増
え
る
と
い
う
、
浄
土
―
―
-

部
経
音
義
と
は
逆
の
現
象
が
林
史
典
(
-
九
八

0
)
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
本
稿
で
主
に
扱
っ
て
い
る
の
は
近
世
以
降
で
あ
り
、

t
入
声
を
巡
る
状
況

も
変
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
林
氏
の
論
と
両
立
し
な
い
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
林
(
-
九
八

0
)
で
題
材
と
さ
れ
て

い
る
の
が
『
法
華
経
』
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
石
山

（二

0
一
八

b
)

で
見
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
『
法
華
経
』
で
は
「
シ
（
ユ
）
ウ
」

「
シ
ュ
」
の
分
類
に
韻
学
的
な
理
解
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
の

で
あ
り
、
多
分
に
学
問
的
な
反
省
が
介
在
し
や
す
か
っ
た
経
典
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

a
で
ア
段
音
全
般
を
表
す
。

e.• 

1

も
同
様
。

合
口
は
数
が
少
な
い
た
め
表
は
省
略
す
る
。
①
＼
④
で

e
が
三
例
な
い
し
四
例

で
、
そ
れ
以
外
の
形
は
①
で

e
イ
が
一
例
（
桂
ケ
イ
）
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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一
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八
六
）
『
日
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漢
字
音
概
論
』
（
風
間
書
房
）

中
澤
信
幸
（
二

0
0
九
）
「
斉
韻
字
に
対
す
る
字
音
注
の
変
遷
に
つ
い
て
」

（
『
国
文
学
孜
』
二

0
二）

（
お
う
ふ
う
）

（
一
九
九
七
）

「
読
み
分
け
条
件
を
有
す
る
漢
字
音
の
一
元
化

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

「
呉
音
系
字
音
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
か
な

（
『
国
語
学
』
―
二
二
）

『
浄
土
真
宗
伝
承
唱
読
音
概
説
』

石
山
裕
慈
（
二

0
一
八

a
)
「
浄
士
三
部
経
音
義
の
字
音
点
分
韻
表
」
（
『
神

戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
五
）

の
呉
音
形
を
め
ぐ
っ
て
」

（
永
田
文
昌

「
シ
ウ
（
シ
ュ
ウ
）
」
「
シ
ュ
」

表
記
に
つ
い
て
」

林

史

典

（
一
九
八

0
)

（二

0
一
三
）

『
中
近
世
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
研
究
』

川
瀬
一
馬

坂
水
貴
司

小
倉

（
文

一
四
四
）

[
い
し
や
ま

ゆ
う
じ
、

大

島

英

之

と

国

文

学

』

九

五

-
I
 

0
)
 

[
参
考
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（二

0
一
八

C
)

「
『
漢
字
音
の

（
令
和
三
年
一
月
十
八
日
受
理
）

神
戸
大
学
大
学
院
准
教
授
]

冗
化
』

の
歴
史
」

六
〇

（
『
国
語
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